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夔
州
時
代
の
杜
甫
に
お
け
る
華
州

	

― 「
憶
鄭
南
」「
秋
興
八
首
」
を
手
が
か
り
と
し
て

杜
甫
は
晩
年
に
お
い
て
夔き

州し
ゆ
う（

現
在
の
重
慶
市
奉
節
県
）
に
流
寓
し
、「
秋
興
八
首
」
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
北
方
を
懐
か
し
む
詩
を
多
く

作
っ
て
い
る
。
懐
古
さ
れ
る
土
地
は
基
本
的
に
長
安
あ
る
い
は
洛
陽
で
あ
る
が
、「
貽
華
陽
柳
少
府
」（『
杜
詩
詳
注
』
巻
十
五
、
以
下
『
詳
注
』

と
略
記
（
１
（）
に
「
餘
生
如
過
鳥
、
故
里
今
空
村
」（
餘
生
は
過
鳥
の
如
し
、
故
里
は
今
空
村
な
り
）
と
詠
ま
れ
る
よ
う
に
、
洛
陽
の
陸
渾
荘
や
土
婁
荘

と
い
っ
た
帰
る
べ
き
土
地
は
廃
墟
と
な
っ
て
い
た
た
め
、
杜
甫
に
と
っ
て
現
実
的
な
故
郷
は
長
安
と
認
識
さ
れ
て
い
た
。

と
こ
ろ
で
、
杜
甫
が
夔
州
に
お
い
て
詩
に
詠
ん
だ
懐
か
し
い
土
地
の
一
つ
と
し
て
、
華
州
（
現
在
の
陝
西
省
華
陰
市
）
も
挙
げ
ら
れ
る
。

杜
甫
が
華
州
司
功
参
軍
の
任
に
あ
っ
た
の
は
、
肅
宗
の
乾
元
元
年
（
七
五
八
）
六
月
か
ら
翌
年
の
七
月
ま
で
の
僅
か
一
年
余
り
で
あ
り
、

そ
の
後
、
棄
官
逃
亡
し
て
長
い
漂
泊
の
旅
に
出
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
さ
て
お
き
、
彼
が
晩
年
に
華
州
を
回
想
す
る
詩

を
作
っ
た
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
ま
た
彼
は
何
ゆ
え
に
華
州
を
懐
か
し
く
思
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
小
論
で
は
、「
憶
鄭
南
」、「
秋
興
八

首
」
な
ど
杜
甫
の
北
帰
に
関
連
す
る
詩
を
読
み
解
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

一　

華
州
時
代
の
杜
甫

乾
元
元
年
六
月
、
杜
甫
は
左
拾
遺
よ
り
華
州
司
功
参
軍
に
左
遷
さ
れ
た
。
そ
の
時
の
心
情
は
、「
至
徳
二
載
、
甫
自
京
金
光
門
出
間
道

帰
鳳
翔
、
乾
元
初
、
従
左
拾
遺
移
華
州
掾
、
与
親
故
別
、
因
出
此
門
有
悲
往
事
」（『
詳
注
』
巻
六
）
に
、「
近
侍
帰
京
邑
、
移
官
豈
至
尊
」

（
近
侍  

京
邑
に
帰
す
、
官
を
移
す
は
豈
に
至
尊
な
ら
ん
や
）
と
詠
ま
れ
て
い
る
。
自
分
を
左
遷
し
た
の
は
肅
宗
で
は
な
い
、
皇
帝
の
側
近
の
讒
言
に
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よ
る
も
の
で
あ
る
、
と
心
に
言
い
聞
か
せ
な
が
ら
杜
甫
は
都
長
安
を
離
れ
た
の
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
杜
甫
の
左
遷
は
、
陳
濤
斜
の

戦
い
に
敗
れ
た
宰
相
房
琯
を
弁
護
し
て
肅
宗
の
怒
り
を
買
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
讒
言
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
が
、
杜
甫
の
左
遷
は
肅
宗
の
意

向
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
長
安
を
離
れ
た
杜
甫
に
と
っ
て
、
華
州
司
功
参
軍
の
役
職
は
満
足
の
い
く
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
役
所

を
離
れ
て
郊
外
に
出
か
け
、
詩
興
を
催
す
こ
と
も
あ
っ
た
。
次
に
挙
げ
る
の
は
そ
う
し
た
作
品
の
一
つ
で
あ
る
。

鄭
県
亭
子
澗
之
濱
　
戸
牖
憑
高
発
興
新
　
　
鄭
県
の
亭
子  

澗
の
濱
、
戸
牖  

高
き
に
憑よ

り
て
興
を
発
す
る
こ
と
新
た
な
り

雲
断
岳
蓮
臨
大
路
　
天
晴
宮
柳
暗
長
春
　
　
雲
断
え
て
岳
蓮
は
大
路
に
臨
み
、
天
晴
れ
て
宮
柳
は
長
春
に
暗
し

巣
辺
野
雀
群
欺
燕
　
花
底
山
蜂
遠
趁
人
　
　
巣
辺
の
野
雀  

群
れ
て
燕
を
欺
き
、
花
底
の
山
蜂  

遠
く
人
を
趁お

う

更
欲
題
詩
満
青
竹
　
晩
来
幽
独
恐
傷
神
　
　
更
に
詩
を
題
し
青
竹
に
満
た
さ
ん
と
欲
し
、
晩
来  

幽
独  

神
を
傷
ま
し
む
る
を
恐
る

 

（「
題
鄭
県
亭
子
」、『
詳
注
』
巻
六
）

華
州
華
陰
県
の
西
の
鄭
県
で
、
そ
こ
に
在
っ
た
亭
の
上
層
階
か
ら
見
え
る
眺
望
に
興
趣
を
覚
え
て
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
初
句
に
見

え
る
「
澗
」
は
「
西
渓
」
を
指
す
。「
鄭
県
亭
」
は
後
に
「
西
渓
亭
」
と
呼
ば
れ
た
よ
う
で
あ
る（

2
（

。
遠
く
は
華
山
の
蓮
華
峰
と
長
春
宮

（
陝
西
省
朝
邑
県
の
西
北
に
置
か
れ
た
離
宮
）
を
望
み
、
近
く
は
燕
を
追
い
払
う
雀
と
人
を
追
い
か
け
る
蜂
を
眺
め
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
詩
を
青

竹
の
一
つ
一
つ
に
書
き
つ
け
よ
う
と
す
る
が
、
夕
暮
れ
に
な
り
「
幽
独
」
を
覚
え
て
傷
心
し
な
い
か
心
配
す
る
と
い
う
。
仇
兆
鰲
は
頸

聯
の
「
野
雀
が
欺
き
」「
山
蜂
が
趁お

う
」
と
は
、
衆
人
の
誹
謗
に
よ
り
杜
甫
が
孤
立
し
た
こ
と
の
比
喩
で
あ
り
、
そ
れ
で
「
幽
独
」
を
覚

え
る
と
注
す
る（

3
（

。「
幽
独
」
と
は
、『
楚
辞
』「
九
章
・
渉
江
」
の
「
吾
が
生
の
楽
し
み
無
き
を
哀
し
み
、
幽
独  

山
中
に
処
る
」
に
基
づ

く
。
つ
ま
り
鄭
県
に
赴
い
た
杜
甫
は
春
景
色
を
楽
し
ん
で
い
た
が
、
雀
や
蜂
を
目
に
し
て
、
讒
言
を
受
け
て
放
逐
さ
れ
た
過
去
の
体
験

に
思
い
を
い
た
し
、
孤
独
感
を
覚
え
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
当
時
の
杜
甫
に
と
っ
て
華
州
で
の
生
活
は
、
こ
の
種
の
挫
折
感
を
拭
い
き

れ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、
杜
甫
が
一
年
あ
ま
り
の
華
州
時
代
に
詠
ん
だ
詩
は
三
十
三
首
あ
り
、
中
に
は
名
作
「
三
吏
三

別
」
も
含
ま
れ
る
。
ま
た
後
年
の
詩
に
詠
ま
れ
る
よ
う
に
、
華
州
の
環
境
は
杜
甫
に
深
い
印
象
を
与
え
た
と
見
ら
れ
る
。

杜
甫
の
華
州
で
の
官
僚
生
活
は
一
年
あ
ま
り
で
終
わ
り
を
む
か
え
る
が
、
そ
の
事
情
に
つ
い
て
は
諸
説
が
あ
る
の
で
簡
単
に
ふ
れ
て

お
き
た
い
。
従
来
は
関
中
に
お
け
る
飢
饉
の
発
生
に
よ
る
「
棄
官
逃
亡
説
」
が
定
説
で
あ
っ
た
が
、
近
年
は
「
罷
免
説（

4
（

」「
任
期
満
了

説（
5
（

」
が
有
力
視
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
詳
細
は
、
松
原
朗
「
杜
甫
の
華
州
司
功
参
軍
時
期
に
つ
い
て
の
覚
書
―
併
せ
て
閻
琦
・
王
勲
成
の
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免
官
説
の
検
討
」（
中
国
詩
文
研
究
会
『
中
国
詩
文
論
叢
』
第
三
十
集
、
二
〇
一
一
年
）
に
丁
寧
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
杜
甫
の
進
退
を
考
え
る
に

あ
た
り
鍵
と
な
る
の
は
、
杜
甫
の
七
律
「
立
秋
後
題
」（『
詳
注
』
巻
七
）
に
見
え
る
「
平
生
独
往
願
、
惆
悵
年
半
百
。
罷
官
亦
由
人
、
何

事
拘
形
役
」
の
四
句
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
る
か
で
あ
ろ
う
。
鈴
木
修
次
氏
は
「
三
吏
三
別
」
に
よ
る
朝
廷
批
判
に
よ
り
杜
甫
は
罷
免

さ
れ
た
と
し
、
閻
琦
氏
は
杜
甫
が
無
断
で
任
地
を
離
れ
て
洛
陽
に
赴
い
た
こ
と
に
よ
る
処
罰
と
し
て
罷
免
さ
れ
た
と
見
る
。

し
か
し
、「
罷
官
亦
由
人
」（
官
を
罷
め
し
は
亦
た
人
に
由
る
）
に
続
く
「
何
事
拘
形
役
」（
何
事
ぞ
形
の
役
に
拘
せ
ら
れ
ん
）
が
、
陶
淵
明
「
帰
去

来
兮
辞
」
の
「
既
自
以
心
為
形
役
、
奚
惆
悵
而
独
悲
」（
既す

自で

に
し
て
心
を
以
て
形
の
役
と
為
す
、
奚
ぞ
惆
悵
と
し
て
独
り
悲
し
ま
ん
）
に
基
づ
く
こ

と
を
考
え
れ
ば
、
や
は
り
自
発
的
に
辞
任
し
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
は
な
か
ろ
う
か
。
丁
啓
陣
氏
が
明
・
王
嗣
奭
『
杜
臆
』
巻
二
に

依
拠
し
て
論
じ
る
よ
う
に
、
杜
甫
と
上
司
と
の
関
係
に
問
題
が
あ
っ
た
可
能
性
も
高
い（
６
（。
陶
淵
明
の
退
隠
が
督
郵
に
頭
を
下
げ
る
こ
と

を
嫌
っ
て
の
自
発
的
な
行
動
で
あ
っ
た
こ
と
、
杜
詩
が
「
帰
去
来
兮
辞
」
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
杜
甫
の
棄
官
の
原
因

に
上
司
と
の
軋
轢
が
あ
っ
た
と
見
て
も
大
き
く
は
誤
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
罷
免
と
い
う
大
き
な
事
件
に
よ
っ
て
職
を
失
っ
た
の
で

あ
れ
ば
、
杜
甫
が
後
年
、
華
州
時
代
を
懐
か
し
む
こ
と
に
は
な
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
筆
者
は
考
え
る
。

二　
夔
州
で
回
想
さ
れ
る
華
州

杜
甫
が
華
州
を
回
想
す
る
詩
を
詠
ん
だ
の
は
、
永
泰
二
年
（
七
六
六
年
、
十
一
月
よ
り
大
暦
元
年
）
五
十
五
歳
、
夔
州
に
来
て
間
も
な
い
初

夏
で
あ
っ
た
。
当
時
彼
は
次
の
詩
に
詠
む
よ
う
に
、
夔
州
の
風
景
に
華
州
に
共
通
す
る
も
の
を
見
い
だ
し
た
。

曾
為
掾
吏
趨
三
輔
　
憶
在
潼
関
詩
興
多
　
　
曾
て
掾
吏
た
り
て
三
輔
を
趨は
し

り
、
憶
う  

潼
関
に
在
り
て
詩
興
多
か
り
し
こ
と
を

巫
峡
忽
如
瞻
華
嶽
　
蜀
江
猶
似
見
黄
河
　
　
巫
峡  

忽
ち
華
嶽
を
瞻み

る
が
如
く
、
蜀
江  

猶
お
黄
河
を
見
る
に
似
た
り

舟
中
得
病
移
衾
枕
　
洞
口
経
春
長
薜
蘿
　
　
舟
中  

病
を
得
て
衾
枕
を
移
し
、
洞
口  

春
を
経
て
薜
蘿
長
し

形
勝
有
餘
風
土
悪
　
幾
時
回
首
一
高
歌
　
　
形
勝  

餘
り
有
り
て
風
土
悪
し
、
幾
時
か
首
を
回
ら
し
て
一
た
び
高
歌
せ
ん

 

（「
峡
中
覧
物
」、『
詳
注
』
巻
十
五
）

杜
甫
は
盛
ん
に
詩
興
の
湧
い
た
華
州
時
代
を
回
想
す
る
。
巫
峡
を
見
れ
ば
華
山
の
よ
う
で
あ
り
、
長
江
を
眺
め
や
れ
ば
黄
河
を
見
る
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よ
う
だ
が
、
こ
こ
は
蛮
族
の
蟠
踞
す
る
南
方
の
夔
州
で
あ
る
。
風
景
は
文
句
な
く
素
晴
ら
し
い
の
だ
が
、
気
候
風
土
が
宜
し
く
な
い
。

一
体
い
つ
に
な
っ
た
ら
こ
の
時
を
回
想
し
て
声
高
ら
か
に
歌
う
日
が
来
る
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
。
杜
甫
の
「
月
夜
」（『
詳
注
』
巻
四
）
に

「
何
時
倚
虚
幌
、
双
照
涙
痕
乾
」（
何
れ
の
時
か
虚
幌
に
倚
り
て
、
双な
ら

び
照
ら
さ
れ
て
涙
痕
乾
か
ん
）
と
詠
む
の
と
同
様
の
着
想
で
あ
る
。
こ
こ
で
注

目
し
た
い
の
は
、
第
二
句
に
見
え
る
よ
う
に
杜
甫
が
詩
興

0

0

の
多
く
湧
い
た
地
と
し
て
華
州
を
想
起
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
前
掲
「
題

鄭
県
亭
子
」
の
第
二
句
に
も
「
戸
牖  

高
き
に
憑よ

り
て
興
を
発
す
る
こ
と
新
た
な
り
」
と
詠
ま
れ
て
い
る
が
、
杜
甫
に
と
っ
て
創
作
意
欲

が
盛
ん
に
刺
激
さ
れ
た
の
が
華
州
時
代
で
あ
っ
た
。
夔
州
の
風
景
は
、
杜
甫
に
詩
興
多
か
り
し
華
州
時
代
を
思
い
出
さ
せ
た
と
言
え
よ

う
。
次
の
詩
は
そ
う
し
た
杜
甫
の
回
想
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

鄭
南
伏
毒
寺
　
瀟
灑
到
江
心
　
　
鄭
南
の
伏
毒
寺
、
瀟
灑  

江
心
に
到
る

石
影
銜
珠
閣
　
泉
声
帯
玉
琴
　
　
石
影  

珠
閣
を
銜ふ
く

み
、
泉
声  

玉
琴
を
帯
ぶ

風
杉
曾
曙
倚
　
雲
嶠
憶
春
臨
　
　
風
杉  

曾
て
曙
に
倚よ

り
、
雲
嶠  

春
に
臨
み
し
を
憶
う

万
里
蒼
茫
外
　
龍
蛇
只
自
深
　
　
万
里  

蒼
茫
の
外
、
龍
蛇  

只
だ
自
ら
深
く
す 

（「
憶
鄭
南
」、『
詳
注
』
巻
十
五
）

鄭
県
の
南
に
在
る
伏
毒
寺
は
、
清
ら
か
に
川
の
中
央
に
聳
え
立
つ
。
水
鏡
に
映
る
岩
は
美
し
い
高
殿
の
影
と
連
な
り
、
水
の
流
れ
る

音
は
琴
の
美
し
い
調
べ
を
伴
う
か
の
よ
う
。
嘗
て
は
明
け
方
に
杉
の
木
に
寄
り
か
か
っ
て
風
の
音
を
聴
き
、
春
に
は
雲
の
た
な
び
く
高

い
峰
を
仰
い
だ
も
の
だ
。
鄭
県
よ
り
遥
か
遠
く
隔
た
っ
た
こ
の
夔
州
で
は
、
優
れ
た
才
能
を
持
つ
人
が
為
す
こ
と
も
な
く
静
か
に
隠
れ

住
む
だ
け
で
あ
る
。

こ
の
詩
の
制
作
時
期
は
永
泰
二
年
（
七
六
六
）、
鄭
南
は
華
州
鄭
県
（
現
在
の
陝
西
省
華
陰
市
華
県
）
の
南
部
で
あ
る
。
伏
毒
寺
の
位
置
に
つ

い
て
は
『
古
今
図
書
集
成
』
に
よ
れ
ば
、
伏
毒
寺
の
所
在
地
は
『
水
経
注
』
巻
十
九
「
渭
水
」
に
「
西
石
橋
水
、
南
出
馬
嶺
山
」（
西
石

橋
水
、
南
の
か
た
馬
嶺
山
よ
り
出
ず
）
と
記
す
と
こ
ろ
の
馬
嶺
山
で
あ
る（
７
（。
ま
た
清
・
畢
沅
の
『
関
中
勝
蹟
図
志
』
巻
十
二
、
大
川
附
水
利

「
西
石
橋
水
」
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
西
石
橋
水
は
現
在
の
石
堤
河
（
石
堤
谷
水
）
に
あ
た
る
。
そ
う
す
る
と
馬
嶺
山
の
位
置
は
華
県
の
南
の

少
華
山
附
近
で
あ
り
、
詩
中
の
「
江
」
は
少
華
山
に
源
を
発
し
て
華
県
の
西
に
流
れ
る
石
堤
河
と
な
る
。

伏
毒
寺
周
辺
の
環
境
に
つ
い
て
は
、
劉
禹
錫
の
詩
よ
り
若
干
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
劉
詩
の
題
に
、「
貞
元
中
、
侍
郎
舅
氏
牧
華
州
。

時
余
再
忝
科
第
、
前
後
由
華
覲
謁
陪
登
伏
毒
寺
屢
焉
。
亦
曾
賦
詩
題
於
梁
棟
。
今
典
馮
翊
、
暇
日
登
楼
、
南
望
三
峯
。
浩
然
生
思
、
追
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想
昔
年
之
事
。
因
成
篇
題
旧
寺
」（
貞
元
中
、
侍
郎
舅
氏
、
華
州
に
牧
た
り
。
時
に
余  

再
び
科
第
を
忝
な
く
し
、
前
後
華
覲
に
由
り
て
謁
し
、
陪
し
て
伏
毒
寺

に
登
る
こ
と
屢
し
ば
す
。
亦
た
曾
て
詩
を
賦
し
て
梁
棟
に
題
す
。
今
馮ふ
う

翊よ
く

に
典
し
、
暇
日
に
楼
に
登
り
、
南
の
か
た
三
峯
を
望
む
。
浩
然
と
し
て
思
い
を
生
じ
、
昔
年

の
事
を
追
想
す
。
因
り
て
篇
を
成
し
て
旧
寺
に
題
す  『
劉
夢
得
文
集
・
外
集
』
巻
三
）
と
あ
り
、
詩
の
第
二
句
に
「
頻
経
伏
毒
巖
」（
頻
り
に
経
た
り  

伏
毒

の
巖
）
と
あ
る
の
で
、
伏
毒
寺
は
西
堤
河
に
あ
っ
た
中
洲
の
巖
上
に
建
造
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

杜
詩
の
「
石
影  
珠
閣
を
銜
み
」
の
句
は
難
解
だ
が
、
明
・
邵
宝
『
杜
少
陵
先
生
詩
分
類
集
註
』
巻
十
六
に
見
え
る
該
詩
の
注
に
「
石

影
与
珠
閣
相
含
」（
石
影
、
珠
閣
と
相
い
含
む
）
と
あ
る
よ
う
に
、
大
岩
と
伏
毒
寺
の
水
影
が
と
も
に
連
な
っ
て
見
え
る
こ
と
を
指
す
と
考
え

ら
れ
る
。
第
七
句
に
見
え
る
「
雲
嶠
」
は
、
南
斉
・
王
融
の
「
遊
仙
詩
」
に
見
え
る
仙
境（
８
（で
あ
り
、
こ
こ
で
は
華
山
を
指
す
。
杜
甫
は

華
州
時
代
に
「
望
岳
」（『
詳
注
』
巻
六
）
と
題
す
る
七
律
を
作
り
、
そ
の
尾
聯
に
「
稍
待
秋
風
涼
冷
後
、
高
尋
白
帝
問
真
源
」（
稍
や
秋
風
涼

冷
の
後
を
待
ち
、
高
く
白
帝
を
尋
ね
て
真
源
を
問
わ
ん
）
と
詠
ん
で
い
る
。
春
と
秋
の
違
い
は
あ
る
が
、
杜
甫
が
華
山
を
眺
め
て
塵
俗
と
か
け
離

れ
た
世
界
を
夢
想
し
た
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
杜
甫
は
華
州
時
代
に
は
華
山
を
眺
め
て
現
実
逃
避
の
願
望
を
抱
き
、
夔
州
で
は
当
時

の
こ
と
を
思
い
出
し
て
懐
か
し
さ
を
覚
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
杜
甫
が
夔
州
で
華
山
を
眺
め
て
い
た
頃
を
懐
か
し
ん
だ
理
由
と
し
て
は
、

前
掲
「
峡
中
覧
物
」
に
詠
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
、
夔
州
の
風
土
に
好
感
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
そ
れ
と
同
時

に
官
職
に
就
い
て
い
な
い
現
在
の
自
身
に
対
し
て
不
甲
斐
な
い
思
い
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。「
憶
鄭
南
」
の
結
句
に
は
、

「
龍
蛇  

只
だ
自
ら
深
く
す
」
と
詠
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
い
う
「
龍
蛇
」
は
『
漢
書
』
巻
八
十
七
上
、
揚
雄
伝
に
見
え
る
「
以お

為も

え

ら
く
君
子
は
時
を
得
れ
ば
則
ち
大
い
に
行
き
、
得
ざ
れ
ば
則
ち
龍
蛇
た
り
」
を
踏
ま
え
る
と
見
ら
れ
る
。
つ
ま
り
こ
の
詩
に
詠
ま
れ
る

「
龍
蛇
」
と
は
、
優
れ
た
才
能
を
持
ち
な
が
ら
世
を
避
け
る
隠
者
で
あ
る
。
杜
甫
の
詩
に
詠
ま
れ
る
「
龍
」
が
杜
甫
の
喩
え
で
あ
る
こ
と

は
仇
兆
鰲
が
指
摘
し
て
お
り（
９
（、
そ
う
で
あ
れ
ば
「
憶
鄭
南
」
に
詠
ま
れ
る
「
龍
蛇
」
も
隠
者
と
し
て
の
杜
甫
を
指
す
と
見
て
よ
い
。
し

か
し
、
こ
こ
で
疑
問
が
生
じ
る
。
杜
甫
が
自
ら
を
隠
者
と
見
な
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
何
ゆ
え
に
彼
は
官
僚
で
あ
っ
た
頃
、
し
か
も
華
州

に
い
た
時
期
を
懐
古
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
は
、
永
泰
二
年
（
七
六
六
）
と
い
う
年
が
杜
甫
に
と
っ
て
人
生
の
転
機
で
あ
っ

た
こ
と
が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。
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三　

永
泰
二
年
の
夔
州
に
お
け
る
杜
甫
の
境
遇
―
郎
官
就
任
の
期
限
を
め
ぐ
っ
て

永
泰
二
年
（
七
六
六
）、
五
十
五
歳
の
杜
甫
は
、
秋
の
夜
長
に
君
恩
に
報
い
よ
う
と
焦
る
思
い
を
詠
ん
で
い
る
。

江
上
日
多
雨
　
蕭
蕭
荊
楚
秋
　
　
江
上  

日
び
に
雨
多
し
、
蕭
蕭
た
り  

荊
楚
の
秋

高
風
下
木
葉
　
永
夜
攬
貂
裘
　
　
高
風  

木
葉
下
り
、
永
夜  

貂
裘
を
攬と

る

勲
業
頻
看
鏡
　
行
蔵
独
倚
楼
　
　
勲
業  

頻
り
に
鏡
を
看
、
行
蔵  

独
り
楼
に
倚よ

る

時
危
思
報
主
　
衰
謝
不
能
休
　
　
時
危あ
や
うく
し
て
主
に
報
い
ん
と
思
い
、
衰
謝
に
も
休や

む
る
能
わ
ず 

（「
江
上
」、『
詳
注
』
巻
十
五
）

長
江
の
ほ
と
り
に
毎
日
雨
が
降
り
、
夔
州
の
秋
は
も
の
さ
び
し
い
。
強
い
風
が
木
の
葉
を
吹
き
散
ら
し
、
肌
寒
い
秋
の
夜
長
に
毛
皮

の
衣
を
身
に
ま
と
う
。
年
老
い
た
自
分
は
功
績
の
無
い
こ
と
を
気
に
病
ん
で
頻
り
に
鏡
を
眺
め
、
世
に
出
る
べ
き
か
、
そ
れ
と
も
退
く

べ
き
か
と
悩
み
、
独
り
楼
閣
の
欄
干
に
寄
り
か
か
る
。
乱
れ
た
世
に
あ
っ
て
皇
帝
陛
下
の
恩
に
報
い
た
い
と
思
い
、
落
ち
ぶ
れ
な
が
ら

も
そ
の
気
持
ち
を
押
し
と
ど
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
。

頸
聯
に
見
え
る
「
勲
業
」
と
対
を
な
す
「
行
蔵
」
と
は
、『
論
語
』
述
而
篇
に
見
え
る
語
で
、
世
に
進
み
出
て
道
を
行
う
こ
と
と
、
世

か
ら
退
き
隠
れ
て
才
能
を
表
さ
な
い
こ
と
を
い
う
。
杜
甫
は
夔
州
で
ひ
っ
そ
り
と
暮
ら
し
な
が
ら
、
世
に
出
る
か
、
そ
れ
と
も
否
か
と

葛
藤
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
杜
甫
が
仕
官
す
べ
き
か
否
か
を
考
え
て
い
る
こ
と
は
意
外
に
思
わ
れ
る
。
そ
も
そ
も
当
時
の
杜
甫
は
、

世
に
出
る
か
、
世
か
ら
隠
れ
る
か
を
両
天
秤
に
か
け
ら
れ
る
よ
う
な
環
境
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

杜
甫
の
最
終
的
な
官
職
と
さ
れ
る
検
校
工
部
員
外
郎
に
つ
い
て
は
、
従
来
実
質
的
な
役
割
を
持
た
な
い
「
虚
銜
」
で
あ
る
と
見
な
さ

れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
陳
尚
君
氏
に
よ
り
、
こ
れ
が
実
を
伴
っ
た
官
職
で
あ
り
、
杜
甫
は
永
泰
二
年
に
長
安
へ
戻
れ
ば
工
部
員
外
郎
の

任
に
就
く
こ
と
が
で
き
た
と
考
証
さ
れ
て
い
る（

10
（

。
も
し
陳
氏
の
説
を
正
し
い
と
す
れ
ば
、
杜
甫
に
は
長
安
の
政
界
に
復
帰
す
る
可
能
性

が
残
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

因
み
に
永
泰
二
年
の
年
内
に
杜
甫
が
長
安
帰
還
を
目
指
し
た
な
ら
ば
、
日
程
的
に
不
可
能
で
は
な
か
っ
た
。
同
年
の
初
秋
、
杜
甫
が

唐
の
宗
室
で
あ
る
李り

瑀う

に
贈
っ
た
「
奉
漢
中
王
手
札
」（『
詳
注
』
巻
十
五
）
に
は
、「
入
期
朱
邸
雪
、
朝
傍
紫
微
垣
」（
入
る
に
朱
邸
の
雪
を
期

し
、
朝
す
る
に
紫
微
の
垣
に
傍
わ
ん
）
と
詠
ま
れ
て
い
る
。
当
時
李
瑀
は
湖
北
の
江
陵
に
身
を
寄
せ
て
お
り
、
暑
気
を
避
け
て
長
安
に
帰
還
す
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る
時
期
を
窺
っ
て
い
た
。
杜
甫
は
、
こ
れ
か
ら
江
陵
を
発
て
ば
、
雪
の
降
る
頃
に
は
入
京
で
き
る
と
詠
ん
で
い
る
が
、
そ
う
す
る
と
江

陵
か
ら
長
安
ま
で
の
旅
程
は
三
个
月
か
ら
四
个
月
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
杜
甫
が
長
安
に
向
か
っ
た
場
合
、
李
白
の
「
早
発
白
帝
城
」

（『
李
太
白
文
集
』
巻
二
十
）
に
「
朝
に
辞
す
白
帝
彩
雲
の
間
、
千
里
の
江
陵
一
日
に
し
て
下
る
」
と
詠
ま
れ
た
よ
う
に
、
夔
州
と
江
陵
の
間

の
移
動
に
は
そ
れ
ほ
ど
時
間
は
か
か
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
や
は
り
同
様
の
日
数
を
要
し
た
と
見
て
よ
い
。
し
た
が
っ
て
、
杜

甫
に
と
っ
て
永
泰
二
年
は
、
そ
の
気
に
な
れ
ば
長
安
に
帰
る
こ
と
が
可
能
な
時
期
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
年
の
秋
は
杜
甫
が
長
安

に
帰
郷
す
る
こ
と
を
強
く
意
識
し
た
時
期
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
彼
が
前
掲
「
江
上
」
に
お
い
て
自
身
の
進
退
を
真
面
目
に
考
え
る
こ
と

が
で
き
た
の
も
、
帰
郷
を
決
断
す
れ
ば
、
時
期
的
に
決
行
が
可
能
だ
っ
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
上
記
の
よ
う
に
永
泰
二
年
の
秋
に
夔
州
を
出
発
す
れ
ば
、
年
内
に
長
安
に
戻
る
こ
と
が
可
能
だ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
当

の
杜
甫
は
帰
還
先
の
長
安
に
お
け
る
政
治
状
況
を
ど
の
よ
う
に
考
慮
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。「
江
上
」
と
同
じ
頃
に
作
ら
れ
た
「
秋

興
八
首
」
に
は
、
杜
甫
の
長
安
に
対
す
る
微
妙
な
心
境
が
表
出
さ
れ
て
い
る
。

千
家
山
郭
静
朝
暉
　
日
日
江
楼
坐
翠
微
　
　
千
家
の
山
郭  

朝
暉
静
か
な
り
、
日
日  

江
楼  

翠
微
に
坐
す

信
宿
漁
人
還
汎
汎
　
清
秋
燕
子
故
飛
飛
　
　
信
宿
の
漁
人
は
還
た
汎
汎
、
清
秋
の
燕
子
は
故
こ
と
さ
らに
飛
飛

匡
衡
抗
疏
功
名
薄
　
劉
向
伝
経
心
事
違
　
　
匡
衡  

疏
を
抗
た
て
ま
つり
て
功
名
薄
く
、
劉
向  

経
を
伝
え
て
心
事
違た
が

う

同
学
少
年
多
不
賤
　
五
陵
衣
馬
自
軽
肥
　
　
同
学
の
少
年  

多
く
賤
し
か
ら
ず
、
五
陵
の
衣
馬  

自
ら
軽
肥

 

（「
秋
興
八
首
」
其
三
、『
詳
注
』
巻
十
七
）

こ
の
詩
の
後
半
四
句
に
杜
甫
は
、
皇
帝
に
上
奏
文
を
奉
り
な
が
ら
功
績
を
挙
げ
ら
れ
な
か
っ
た
自
身
と
、
今
を
と
き
め
く
顕
貴
と
な
っ

た
嘗
て
の
同
学
た
ち
を
対
比
さ
せ
て
詠
む
。
杜
甫
の
同
輩
が
誰
を
指
す
か
は
明
か
で
な
い
が
、
誇
り
高
い
杜
甫
が
彼
ら
と
対
照
的
な
境

遇
に
あ
る
こ
と
に
忸
怩
た
る
思
い
を
懐
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

聞
道
長
安
似
弈
棋
　
百
年
世
事
不
勝
悲
　
　
聞き
く
な道
ら
く  

長
安  
弈
棋
に
似
た
り
と
、
百
年
の
世
事  

悲
し
み
に
勝
え
ず

王
侯
第
宅
皆
新
主
　
文
武
衣
冠
異
昔
時
　
　
王
侯
の
第
宅  

皆
な
新
主
、
文
武
の
衣
冠  

昔
時
に
異
な
る

直
北
関
山
金
鼓
震
　
征
西
車
馬
羽
書
馳
　
　
直
北
の
関
山  

金
鼓
震
え
、
征
西
の
車
馬  

羽
書
馳
す

魚
龍
寂
寞
秋
江
冷
　
故
国
平
居
有
所
思
　
　
魚
龍  

寂
寞
と
し
て
秋
江
冷
や
や
か
な
り
、
故
国  

平
居  

思
う
所
有
り
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（「
秋
興
八
首
」
其
四
、『
詳
注
』
巻
十
七
）

「
秋
興
八
首
」
第
三
首
の
後
半
を
引
き
継
い
で
、
こ
の
詩
の
前
半
四
句
は
現
在
の
長
安
の
状
況
を
詠
む
。
碁
盤
の
目
の
よ
う
に
東
西
南

北
に
道
路
が
走
る
長
安
の
街
で
は
、
玄
宗
の
時
代
に
一
世
を
風
靡
し
た
貴
族
や
高
級
官
僚
た
ち
が
安
史
の
乱
後
は
没
落
し
た
。
い
な
く

な
っ
た
彼
ら
に
代
わ
っ
て
高
位
に
上
っ
た
の
は
、
肅
宗
の
即
位
に
と
も
な
っ
て
抜
擢
さ
れ
た
寵
臣
た
ち
で
あ
る
。
彼
ら
新
興
勢
力
は
長

安
の
高
級
住
宅
地
に
住
み
、
以
前
の
顕
官
た
ち
の
邸
宅
を
我
が
も
の
と
し
た（

11
（

。
元
宰
相
の
房
琯
や
厳
武
ら
旧
勢
力
と
親
し
か
っ
た
杜
甫

に
と
っ
て
、
新
興
勢
力
の
台
頭
は
自
身
の
長
安
帰
還
を
考
え
た
時
に
、
決
し
て
好
ま
し
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
杜
甫
に

と
っ
て
長
安
へ
の
帰
還
が
不
安
視
さ
れ
る
の
も
、
そ
れ
ゆ
え
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
詩
の
尾
聯
に
は
寂
寞
を

抱
え
る
不
遇
な
「
龍
」
が
詠
ま
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
龍
は
世
を
避
け
る
隠
者
、
杜
甫
の
暗
喩
で
あ
る
。
夔
州
で

隠
者
同
然
の
杜
甫
が
思
い
描
く
「
故
国
」
が
長
安
で
あ
る
こ
と
は
言
を
俟
た
な
い
が
、「
秋
興
八
首
」
第
五
首
以
下
で
懐
か
し
ま
れ
る
の

は
、
あ
く
ま
で
も
過
去
の
長
安
で
あ
り
、
当
時
の
長
安
で
は
な
い
。
言
い
換
え
れ
ば
、
杜
甫
が
帰
り
た
か
っ
た
の
は
自
身
に
と
っ
て
栄

光
の
時
代
の
長
安
で
あ
り
、
嘗
て
の
同
輩
た
ち
が
幅
を
き
か
せ
る
な
ど
し
て
帰
還
が
不
安
視
さ
れ
る
長
安
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

そ
う
で
あ
れ
ば
、
杜
甫
が
帰
還
を
願
う
北
方
の
土
地
は
あ
る
程
度
限
ら
れ
て
く
る
。
洛
陽
の
荘
園
は
廃
墟
と
化
し
、
長
安
も
難
し
い
。

し
か
も
長
安
に
戻
り
工
部
員
外
郎
に
就
任
す
る
に
は
、
永
泰
二
年
（
七
六
六
）
の
う
ち
に
帰
京
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
人

生
の
岐
路
に
直
面
し
た
杜
甫
が
思
い
描
い
た
の
が
華
州
で
あ
っ
た
。
華
州
は
左
遷
の
地
で
は
あ
っ
た
が
、
官
職
を
与
え
ら
れ
、
時
に
は

隠
遁
を
夢
見
て
、
悠
然
と
華
山
を
眺
め
る
こ
と
も
で
き
た
。
も
ち
ろ
ん
杜
甫
は
本
気
で
隠
遁
し
た
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
杜
甫
が
隠

遁
を
詩
に
詠
む
の
は
、
多
く
の
場
合
現
実
の
生
活
に
対
す
る
不
満
に
駆
ら
れ
て
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
夔
州
で
隠
遁
同
然
の
生
活
を

送
る
こ
と
は
、
杜
甫
の
本
意
で
は
な
い
。
朝
廷
か
ら
官
職
を
与
え
ら
れ
、
自
然
の
好
風
景
を
愛
で
て
、
い
つ
か
は
隠
遁
す
る
こ
と
に
憧

れ
つ
つ
日
を
送
る
。
杜
甫
の
生
涯
に
お
い
て
、
現
実
に
そ
う
し
た
生
活
が
実
現
で
き
た
数
少
な
い
時
代
の
一
つ
が
華
州
で
あ
っ
た
。

そ
の
こ
と
の
傍
証
と
な
る
作
品
も
あ
る
。
杜
甫
は
永
泰
二
年
に
雲
安
で
作
っ
た
「
寄
常
徴
君
」（『
詳
註
』
巻
十
四
）
に
お
い
て
、「
万
事

糺
紛
猶
絶
粒
、
一
官
羈
絆
実
蔵
身
」（
万
事
糺
紛  

猶
お
粒
を
絶
つ
、
一
官
の
羈
絆  
実
に
身
を
蔵か
く

す
）
と
、
雑
務
に
追
わ
れ
る
小
官
も
世
俗
か
ら
身

を
隠
す
に
は
丁
度
良
い
と
詠
ん
で
い
る
。
仕
官
が
遅
れ
、
下
位
に
甘
ん
じ
て
い
る
常
某
を
慰
め
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
仇
兆
鰲
は
「
蔵

身
、
猶
云
吏
隠
」（
身
を
蔵
す
と
は
、
猶
お
吏
隠
を
云
う
が
ご
と
し
）
と
黄
注
を
引
用
し
、
こ
こ
で
杜
甫
は
小
官
を
「
吏
隠
」
の
よ
う
に
見
な
し
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て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
仇
注
に
従
う
の
で
あ
れ
ば
、
当
時
の
杜
甫
は
、
多
忙
で
は
あ
っ
て
も
公
務
に
携
わ
る
こ
と
を
肯
定
的

に
と
ら
え
て
い
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
事
実
、
杜
甫
に
と
っ
て
華
州
時
代
は
、
郷
試
の
試
験
問
題
を
作
成
す
る
な
ど
、
官
吏
と
し

て
精
力
的
に
働
い
た
時
期
で
も
あ
っ
た（

12
（

。
杜
甫
が
回
想
し
た
華
州
は
、
少
な
く
と
も
夔
州
よ
り
は
好
ま
し
く
、
長
安
か
ら
離
れ
て
い
て

も
官
吏
と
し
て
活
躍
で
き
た
思
い
出
の
場
所
で
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

長
安
で
仕
官
す
る
こ
と
、
あ
る
い
は
夔
州
で
隠
者
の
よ
う
な
生
活
を
送
る
こ
と
、
そ
の
中
間
に
位
置
す
る
の
が
司
功
参
軍
と
し
て
勤

め
た
華
州
時
代
の
生
活
で
あ
り
、
か
つ
「
瓜
時
」（
郎
官
就
任
の
期
限
）
が
迫
り
、
本
当
に
長
安
で
仕
官
す
る
の
か
と
葛
藤
し
て
い
た
頃
、

杜
甫
が
楽
し
い
思
い
出
の
場
所
と
し
て
回
想
で
き
た
の
が
華
州
で
あ
っ
た
。
誤
解
を
恐
れ
ず
に
言
え
ば
、
杜
甫
が
夔
州
で
求
め
た
境
地

は
、
後
年
の
韋
応
物
や
白
居
易
が
求
め
た
「
吏
隠
」
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
都
で
は
な
い
が
辺
境
で
も
な
く
、
顕
官
で
は
な
い
が
無
官

で
も
な
く
、
多
少
忙
し
く
は
あ
っ
て
も
あ
る
程
度
安
定
し
た
俸
給
が
得
ら
れ
、
さ
ら
に
盛
ん
に
「
詩
興
」
が
湧
き
起
こ
る
環
境
。
少
な

く
と
も
杜
甫
は
永
泰
二
年
（
七
六
六
）
の
一
時
期
に
そ
の
よ
う
な
環
境
に
憧
れ
、
そ
れ
ゆ
え
に
華
州
と
い
う
土
地
と
そ
こ
で
過
ご
し
た
生

活
に
懐
か
し
さ
を
覚
え
て
、「
憶
鄭
南
」
を
詠
ん
だ
の
で
あ
る
。
杜
甫
が
夔
州
時
代
に
華
州
を
詠
ん
だ
こ
と
が
研
究
史
に
お
い
て
い
か
な

る
意
味
を
持
つ
か
を
考
え
れ
ば
、
杜
甫
の
望
郷
意
識
が
、
長
安
に
帰
還
し
さ
え
す
れ
ば
解
消
で
き
る
と
い
う
よ
う
な
単
純
な
も
の
で
は

な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
点
に
あ
る
だ
ろ
う
。
杜
甫
が
華
州
と
い
う
長
安
で
も
洛
陽
で
も
な
い
北
方
の
地
方
都
市
を
懐
か
し
ん
だ
こ
と
、

そ
れ
は
彼
の
複
雑
な
心
の
動
き
の
一
端
を
か
い
ま
見
せ
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。

注

（
1
）  

杜
詩
の
原
文
は
、
清
・
仇
兆
鰲
『
杜
詩
詳
注
』（
中
華
書
局
、
一
九
七
九
年
）
を
底
本
と
す
る
。

（
2
）  

南
宋
・
陸
游
の
『
老
学
庵
筆
記
』
巻
六
に
、「
亭
曰
西
渓
亭
。
蓋
杜
工
部
詩
所
謂
『
鄭
県
亭
子
澗
之
濱
』
者
」
と
あ
る
。

（
3
）  

仇
注
の
原
文
は
次
の
と
お
り
。「
雀
欺
蜂
趁
、
喩
衆
謗
交
侵
、
而
一
身
孤
立
、
故
自
傷
幽
獨
耳
」

（
4
）  

鈴
木
修
次
『
杜
甫
』（
清
水
書
院
、
一
九
八
〇
年
、
一
四
三
頁
）、
閻
琦
「
杜
甫
華
州
罷
官
西
行
秦
州
考
論
」（『
西
北
大
学
学
報
』
哲
学
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社
会
科
学
版
、
第
三
十
三
巻
第
二
期
、
二
〇
〇
三
年
五
月
、
九
〇
～
九
二
頁
）
を
参
照
。

（
5
）  

王
勲
成
「
杜
甫
授
官
、
貶
官
与
罷
官
説
」（『
天
水
師
範
学
院
学
報
』
第
三
十
巻
第
四
期
、
二
〇
一
〇
年
七
月
）
を
参
照
。

（
6
）  
丁
啓
陣
「
論
杜
甫
華
州
棄
官
的
原
因
」（『
杜
甫
研
究
学
刊
』
二
〇
〇
三
年
第
四
期
、
二
〇
〇
三
年
十
二
月
、
六
五
頁
）
を
参
照
。

（
7
）  
「
唐
杜
少
陵
『
憶
鄭
南
玭
』
詩
曰
、『
鄭
南
伏
毒
寺
』。
劉
禹
錫
『
伏
毒
寺
』
詩
曰
、『
曾
作
関
中
吏
、
頻
経
伏
毒
岩
』。
以
今
考
之
、
即

『
水
経
注
』
所
謂
馬
嶺
山
」（『
古
今
図
書
集
成
』
方
輿
彙
編
職
方
典
巻
五
百
十
三
、
西
安
府
部
彙
考
二
十
三
、
西
安
府
古
蹟
考
四
、
通
志
州

県
志
合
載
、
華
州
・
伏
毒
寺
）

（
8
）  

王
融
「
遊
仙
詩
五
首
」
其
二
（『
古
詩
紀
』
巻
六
十
七
）
に
、「
結
賞
自
員
（
雲
）
嶠
、
移
讌
乃
方
壺
」
と
。
杜
甫
「
贈
李
十
五
丈
別
」

（『
詳
注
』
巻
十
五
）
に
、「
晨
集
風
渚
亭
、
酔
操
雲
嶠
篇
」
と
あ
り
、
仇
兆
鰲
は
こ
れ
に
王
詩
を
引
い
て
「
此
遊
仙
詩
也
」
と
注
す
る
。

（
9
）  

杜
甫
の
「
寄
題
江
外
草
堂
」（『
詳
注
』
巻
十
二
）
に
、「
蛟
龍
無
定
窟
、
黄
鵠
摩
蒼
天
」
と
あ
り
、
仇
兆
鰲
は
こ
れ
に
「
言
避
乱
播
遷
、

如
蛟
龍
黄
鵠
之
縦
遊
」
と
注
す
る
。

（
10
）  

陳
尚
君
「
杜
甫
離
蜀
後
期
的
行
止
試
探
―
兼
論
杜
甫
之
死
」（『
敬
畏
伝
統
』
所
収
、
復
旦
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
）
に
陳
氏
は
、

杜
甫
が
工
部
員
外
郎
に
就
任
で
き
た
期
限
（「
瓜
時
」）
は
、
お
よ
そ
永
泰
二
年
で
あ
っ
た
と
見
な
し
て
い
る
（
一
五
頁
）。

（
11
）  

清
・
浦
起
龍
は
、
こ
の
詩
の
頷
聯
は
次
の
よ
う
に
「
秋
興
八
首
」
其
三
の
「
衣
馬
軽
肥
」
を
推
し
拡
げ
て
詠
ん
だ
も
の
だ
と
い
う
。「
三

四
、
即
衣
馬
軽
肥
而
推
広
言
之
、
以
映
己
之
寂
寞
」（『
読
杜
心
解
』
巻
四
之
二
、
中
華
書
局
、
一
九
六
一
年
）

（
12
）  

谷
口
眞
由
実
「
華
州
司
功
参
軍
時
代
の
杜
甫
―
「
乾
元
元
年
華
州
試
進
士
策
問
五
首
」
に
み
る
問
題
意
識
―
」（『
杜
甫
の
詩
的
葛

藤
と
社
会
意
識
』
所
収
、
汲
古
書
院
、
二
〇
一
三
年
）
に
は
、
杜
甫
が
華
州
時
代
に
、
時
の
政
治
に
対
し
て
切
実
な
問
題
意
識
を
持
ち
、

精
力
的
に
仕
事
に
励
み
、
創
作
を
行
っ
た
こ
と
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。


